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は
：诉
世
經

.

.濟
學
の
鼻

.11
;

ビ
し
て
知
ら
る

.0
而
し
て
今
日
の
經
濟
學
を
學
ぶ 

者
亦
一
般
に
氏
を
以
て
斯
學
の
鼻
祖
と
認
む
る
に
異
議
あ
る
者

m

:l
。
然
り
と
雖

も

氏
を
し 

て
防
最
高
の
權
威
た
ら
し
め
：た
る
其
著
國
富
护
を
通
讃
す
れ

■ば
、其
中

「

に
現
は
れ
た
る
饨
 々

の
思
想
學
說
は
決
し
て

_氏
の
獨
創
獨
得
の
も
の

.

.
>み
に
非
す
。：：其
主
な
る
學
說
は
或
は
之
を 

英
國
の
弗
哲
に
取
り
或
は
之
を
怫
國
重
農
學
者
に
學
ベ
る
部
分
多
く
、氏
の
獨
創
に
係
れ
る
も 

の
は
割
合
に
少
き
や
の
舰
あ
^
。
是
れ
經
濟
學
說
史
研
究
家
の
報
し
く
一

 

致
せ
る
意

a

な
る 

も
，然
か
も
是
等

"
の
"
諸
先

_輩
を
翻
き
、特
に
氏
を
以
て

.斯
學
の
創
設
者

: ^
認
む
る
の
默
に
於
て
、諸 

家
の
所
見
の
槪
ね
マ
致
す
る
所
以
の
も
の
は
何
ぞ
や
。

;
他
な
し
、舊
來
の
あ
ら
ゆ
る
學
說
を
精 

査
ー
研
究
し
て
之

^

_
往
择
び
，現

.在

.の
事

:«
に
照
し
、

4
韵
 

取
捨
統
合
し
て
渾

然
た
る

一

系
の
學
說

V
V爲
.し
た
れ
ば
な
り

,0
咎
部
分

R

'a
て
之
を
舰
れ
ば
、勿
論
氏
の
獨
創
に 

係
る
所
說
な
き

.に
非
ず
。
然
ト
ビ
雖
も
氏
の
斯
學
上
に
於
け
る
力
功
績
は
此
等
獨
創
の
所
風 

一に
.非
^

し
て
其
：綜
合
：的
學
，說

1
2
:任
6

。
:
經
濟
生
活
に
關
す
る

一

切
の
.»
實
ビ
谷
椾
の
學
說
と 

を
悉
ぐ
網
羅
研
究

U
、各
其
眞
惯
を
批
判
じ
て
巧
に
之
を
綜
合
せ
る
の
點

R

在
り
。

故

に
經
濟 

生
活
に
關
ず
る
舊
來

’の
一
學
款
に
し
：て

氏
に

依

つ

て
考

虛

せ
ら
れ
ざ
る
も
の
殆
ど
あ
る
こ
ビ
な 

か
、雛
»

生

活

各

方

而

の

事

實

に

：し
；て

_氏
.

の
：硏

究

す

る

所

ビ
爲

ら
ざ

を

.
,̂
の
亦
殆
ど
あ
る
こ
ビ 

な
し
。:.
.

氏
は
實
に
_
斯
の
如
ぐ
し
て
：後
世
の
爲

.
に
斯
學
硏

.
究
の
.

範
圍
を
指
示
し
.、斯
學
研
究
上
恐 

索

r
W

き
あ
、
b

ゅ
を
方
；面

.
を
：指
，摘

.ザ
り
。
後
仳
の
斯
舉
を
研
究
す
る
者
復
忆
大
體
に
於
て
氏 

s
.
,

指
麻
せ
る
範
圍

'
以
|
外
ぽ
出
ヴ

'

る
者
な
く
*其
硏
究
方
針
亦
氏
の
指
摘
せ
る
其
柯
れ
か
の
方
面 

に
'
向
は
ざ

1

は
：無
し
。
.

焙
れ
實
に
氏
が
一
般
に
斯
學
の
創
設
者
ビ
稱
せ
ら
る
ゝ
所
以
な

K
V
O 

•;
: :
.氏■は

；；

實
に
斯
の
：如

t

し
；て
舊
來
の
學
森
忠
想
を
綜
合
せ
る

€

共
に
、»
學
將
球
の
砑
究
に
向 

り
て
其
，基
礎
を
定
め
た
シ
。
尨
然
た
る

一

部
の
國
富
論
は
斯
く
て
斯
學
に
關
す
る
在
來
の
.思 

想
办
賴
輳
せ
る
中
心
點

*

る
_

共
に
、將
來
に
於
け
る
斯
學
上
の
諸
皿
湖
の
卯
端
を
發
す
る
源 

泉
ぞ

‘爲
れ

^

9

:
然
れ
ど
氏
の
硏
究
的
態
度
ゆ
飽
く
迄
も
綜
合
的
に
し
そ
且
つ
現
實
的
な
る
の 

:

十

邊
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論
::
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：「
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5
ス」

の
賃
銀
論 

第

七

鱗

H
四

結

*

お
說
く
所
は
頗
る
多
岐
多
端
に
亘
り
、其

^

賬
す
る
所
も
亦
甚
だ
多
方
而
に
馳
せ
た

b
o 

流
S
 

.
な
る
其
文
：體

V

 :

拘卜東

.さ
れ
；ざ
る
興
言
辭
の
使
用
、並
に
巧
妙
な
其
說
話
論
述
の
方
法
は
、一
 

見
®

者
を
し
て
、其
，

_

何
等
め
：矛
盾
な
く
木
徹
底
な
き
の
感
を
抱
か
し
む
る
も
の
あ

b
 V

J

龈
も
、
 

少
し
く
詳
に
前
後
の
所
說
を
比
較
す
れ
ば
其
間
幾
多
の
矛
盾
を
徽
見
せ
ざ
る
に
非
す
。
又
縱 

命
び
明
こ

' 
矛
盾
い
ふ
を
得
：中：迄：す一る

〉

も
‘少
く
と
も
幾
多
の
論
理
的
不
徹
底
，

w
1

見
矛
盾
の 

.威
：を
抱
か
し
む
る
に
足
る

0

不
；明ー確：ビ
を
認
め
ざ
る
を
得
す
。
蓋
し
餘
ぅ

R

廣
く
各
方
面
の 

事
實
に
鑑
み
、餘

&
:に
多
く
各
稱
の
思
想
を
糾
合
せ
ん
と
し
た
る
の
結
果
、遂
に
綜
合
統
一
の
點 

^

於
て
完
全
に
成
功
す
る
：を
得
ざ

b

し
の
觀
あ
り
ヒ
雖
も
、兎
に
^
、此
等
の
矛
盾
ど
不
徹
底
と 

は
往
♦
に
し
て
氏
の
所
說
態
度
：に：對
す
る
秫
々
の
誤
解
を
生
せ
：し
め
、種
々
の
議
論
を
惹
起
す 

る
に
至
ら
し
め

^

る
珞
の
あ

b

?

.

.

今
試
に
興
ニ
三

0

例
を

「

示
.ざ
ん
か
。

.“氏

は

1

般
に
個
人
主
義
の
經
濟
學
說
き
個
人
の
利 

:

益
を
力

.說
せ
る
の
：學
者
：と
し
：て

'傅

,へ
.'
:ら
る
。
而
し
て
氏
が
解
卷
'の
搏
顔
第
ー
編
の
策
ー
窜
及 

び
第
二
章
に
於

て
、
生
産
の
進
步
が
主
ど
し
て
分
業
及
び
交
易
に
基
づ
き
、分
業
及
び
交
勒
が

5« 

に
人
頃
の
利
己

、レ

に
.
華
因
せ
る
も
の
な
る
を
カ
說
せ
る
を
初
め
、以
卞
全
編
に

一

旦
0
 V

經
濟
上

に
於
け

4

#

己
心
の
作

«

を
.
.高
唱
し

£

を
« :
:

重
す
な
の
必
要
を
說
け
る
は
、斯
る
見
解
の
必
中 

し
も
不

「

當
な

ら

ざ

-&
:
を
«

ぇ
し
ひ
る
も
の
：な
き
に
非
ず
。
氏
は
實
に
幾
多
の
所
論
に
於
て
極 

端
な
る
個
人

‘主
義
的
議
，論
を
高
唱
せ
り
。
然
れ
ど
も
亦
他
の
：

|

面
に
於
て
は
斷
々
乎
ビ
し
て 

放
縱
な

.
•
'る
刹
己
心
の
發
動
を
非
離
し
、_
家
及
び
國
民
全
體
の
利
益
を
力
說
し
て
熱
烈
な
る
愛 

;國
的
至
情
を
發
霧
せ

h

。: '
第
；三

i

s

第
六
章
に
：於

人

及

び

製

造

業

者

の

：非
愛
國
行
動
.に熱 

:E

を
加
へ
た
る
を

.
初
：：め
、其
前
後

.
幾
多
の
铺
に
於
て
國
利
國
益
を

a
心
却
せ
る
行
動
を
非
雛
せ
る

の
.
議
.論

ば

隨

處

に

之

.
：を
'

I
I

む
る
：を
得

.可
し
。
氏
が

.決

.

し
て
祺
純
な
る
個
人

丰
義

に
固
執
せ
る

.

.

.-

偏

狹

の

論

者

，に
非
.ざ
，る
：次
第
'は
、敢.

9

氏
の
道
德
犄
操
.論
又
は
講
義
筆
：記
に
待
つ

^

で
も
な

i 

國
.富
論
興
物
の
中
に
も
各
所

.に
_

然
た
る
も
の

6

る
な

h
-
o

.

.

.

.
I
:
.
1
.
;
. 

■ 

:

.

.

.

I
.
: 

'
.
.
I

..'.
'

/

「

ァ

ダ

：
ム
"
ス
k
ス」

は

又

1

に
：自
：由

主

義

の

經

濟

學

者

、自

由

.«
易
論
の
主
：張

*

ビ
し
て

知
ら
る
。
 

而
し
て
氏
が
常
に
內
國
，產

_
:業
，及
び

.外
國
賀

1 1

の
上
に
於
け
る
個
人
的
，自
由
の

必

0
を
極

1 T

し 

て
、舊
來
の
徒
第
制
度

.：9

*

齊
を

.說
き

(

第

」

'編
第
十
章

)

、重

.商
制
度
の
干
渉
の
弊
を
論
じ

8

四
編 

« •1

、i
«) 

•君
；丰
が
私
人
の

「

產

業

を
1 :「

瞥
指
揮
す
る

' 

の
無

0
な
る
を
說
け
る

(

第
四
編
第
八
摩

)

等
. 

の

ゆ

.'
1

り
i

れ
ば
、
M

濟
政
策
上
原
則
に
於
て
氏
が
自
申
主
義
の

'

制
，度
を

»

|

|
し
、泡

ぬ

«

易
の

’

第十七猞

.

a

〇〇九

} 

■
、論：
說

「

ァダム、

'ス
'ミス'」

の赏雜論
 

第
.七號，
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利
益
を
認
め
た
ぢ
は
敢
て
疑
ふ
の

■

地
な
し
ビ
雖
も
、併
し
氏
は
此
主
義
此

m

想
に
柿
は
れ
て 

1

切
他
を
顧
ざ
：る
，の

_

»

的
自
由
主
義
者
に
非
ず
。

一
面
に
於
て
は
確
に
將
來
の
所
謂
る

「

マ
 

シ
，チ

A

ス
タ

j

M

の
主
張
の
：骨
子
た
る
可

&

譏
論
を
爲
せ
る
と
同
時
に
、又
他
の
一
面
に
於
て 

は
國
防
又
は
國

K

全
般
の
利
益
の
見
地
ょ
り
し
て
、或
は
製

.造
品
：に
對
す
る
緩
和
な
る
關
稅
賦 

課
の
必
要
を
說
き

(

第
五
編
第
ニ
寧

^

は
通
商
を
制
限
せ
る
航
海
條
例
を
辯
譴
し

(

第
四
編
第
ニ 

章)

S

國
防

0

—

せ
，る

〖

.保
議
關

^

及
：び
產
業
獎

g

金
の
必
要
を
論
じ
第
四
編
第
五

.章)

、場
合 

•
に
依

^v
V

は
報
復
關
稅
す
ら
是
認
す
る
の
論
を
爲
せ
る
の
み
な

.
ら
す
、內
國
エ
業
の
上
に
於
て 

も
亦

S

.

的
智
識

#

及
の
，必
要
を
.論

じ

て

一
種
の
職
人
誠
驗
、親
方
試
驗
の
必
要
を
す
ら
唱
說 

.

.せ
，り

(

第

? £
編
第

-

章
；策

“
一一一
®

 

r
氏
"
は
實
に
自
由
主
義
を
信

t

る
の

人
ビ
言
い

得
可
き

も

徹
’頭 

■
徹
'

®
之
■を
.固
'執
せ
る
：の：偏
狭
者
流
に
非
中
、自
由
貿
易
論
を
主
張

.せ
る
の
人
な

'る
も
無
制
限

!: 

■之
^
.
,固
持
せ
る
熱
狂
，孝
に
非

h
r

る
な

b

。

^

が
世
俗
，

V

般
ポ
释
本
主
：義
の
唱
導
者
、資
本
家
の
利
益
の
辯
諮
者
と
し
て
傅
へ
ら
る
、
の
 

事
情
亦

#

し
く
之
に
似
た
る
も
の
あ

t

氏
M

商
業
及
び

H
業
を
以
て
秧
序
ビ
整
然
た
る
政 

嘛
ヒ
を
在

#

し
奶
一
國
の
住
民
に
，安、寧
と
自
炮
ど
を
與
ふ
る
に
连
り
お
る
主
耍
め
源
因
^
認

I
S
Ifs

1

砂

た
る
を
初
め

(

第
三
縮
第

.
一
一
章)

、文

明

進

步

の

上

に

於

け

る

.商

:it
業
者
の
功
績
を
唱
鶄
甘
る
は 

汊
し
て
 

一
- W
に

JK
ま
ら
ず
。
辣
に
資
本
の
增
殖
な
く
ん
ば
如
例
な
る
經
濟
的
進
步
も
之
を
期 

す
る

‘
を
得
す
去
は

_

の
屢
'力
説

せ

る

所

な

る

ょ

り

觀

れ

ば

、せ

入

の

斯

る

見

解

も

亦
決
し
て

_
 

も
、氏
：は
'
:決
し
 

> て
後

11
1
:
.の

自

由

«

易
論
者

.又
は
資
本
主
，義
者
の
如
く
、極
端
な
る

. 

資
本
主
義
商
工

.主
：
.義
に
ー
陷
：れ

I
:る
：に
非

'
1

の
利
益
を
以
て
人
類
の
利
益
ど
同

1

視
し
、資 

本
家
ぎ
以
て
常
に
：

1
:般

)

の
；
^

明
.進
步
を
援
，け
、ぁ

ら

ゆ

る

人

類

.の

幸

福

を

增

準

す

る

者

ビ

見

.做 

す
.か
如
き
偏

>|
は
庆
の
全

〜

取
ら
ざ
る
所
な

.

5
。
即
ち
氏
は
國
富
論
第
ー
覦
第
十
一
章
末
に 

於
て〗

資

本

家

：の
利
益
，の

必

中

し

も

金

ft
會
及
び
國
家

0

利
益
と
相
合
致
す
る
も
の
に
非
ざ
る 

.次

節

.を
說
，け
る
を
.初
め
ど
；し
て
、或

は

勞

働

者

に

»

す

る

其

橫

暴

を

雛

じ

(

齡
一
編
.第
八
章

)

、或
は 

-商
#

者
の
獨
占
的
態
摩
を
非
雛

.^(

第
'四
編
第
一

一

章)

、或
は
私
利
に
馳
せ
て
國
家
の
利
益
を
無
舞 

す
る
を
難
ず
る

(

齡

I

編
第
'十

一

章)

等
、啻
に
資
本
家
の
行
動
を
非
雌
せ
る
點
：少
か
ら
ざ
る
の
み 

な
ら

t

却
..つ

で

其

ー

面

に

於

て

は

典

’利
#

正，に
資
本
家
階
級
に
反
せ

6
 

t

爲
せ
る
勞
働
者
階 

級
の
厚

'遇
k

:
福
.
利
增
進
の

.必
要
を

.も

.
カ
說
せ
り
。

誕
他
、值
値

.
に
關

す
.；

る
*
.
.說
其
他

0

理
論
に

.於
て
も
、將
た
又
經
濟
政
策
に
關
す
る
，各
種

の

施 

.第
十
七
卷

0

0

ニ

)

論
：
就

*-
.
ァ、f

、>'
ミス」

の赁銀騎
 

.
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第
十
七
继

C
.
1
0
1
5

論

訧

「

ァ
ダ
ム
、
ス
ミ
ス」

の
賃
銀
論 

第

七

蹒

.

H
A

設
に
被
て
も
、ル
は
等
し
く
多
様
の

»

察
を
下
し
多
方
面
の
議
論
を
立
て
た
り
。
栗
す
る
に
氏 

は
決
し
：て

1
理
想

「

主
義
に
拘
泥
せ
る
堪
調
な
る
理
想
家
に
非
ず

、
1
方
面

一

階
級
の
利
益
に 

着
：眼
せ
：る
偏
®

な
'
:るV

政
^
論
者

P
 

全
般
の
利
益
幸
福
と
い
ふ
高
き
見
地
に
立
ち

て
、あ
ら
ゆ
る
種
類
の
利
益
と
主
義
思
想
ビ
を
觀
察
し
ぽ
當
に
之
を
収
捨
折
衷
し
て
一
切
の
利

.

.

:

.

......

..
 

......

.益
の
調
和

ビ

促
進
ど
；を
圖
る
の
途
を
明
に
せ
ん

S

せ
る
の
大
思
索
家
な

〜

。
而
し
て
斯
の
如 

V
V

®,
民
，，全
般
の
幸
‘覦
：ビ
：
い
ふ
夫
、見
，：地
上
6

し
て
國
富
發
達
の
由
，來
を
明
に
し
£

に
處
す
可
き 

政
策
：の
針
路
を
示
さ
ん
ビ
せ

：

る
も
の
：は
即
ち
興
名
著
國
富
論

f

o

故
に
其
觀
察
の
方
而
は 

頗
る
廣
く

'其
議
論
亦

*

だ
多
方
：面
；に
1:
れ
む
。
凡
そ

.一
觸
の
問
題
.を
論
す
る
や
決
し
て
堪
に 

1

片
の

a

論
又
は

.
一
定
の
事
實
的
說
明
を
以
て
滿
足
す
る

？V y

し
な
ぐ
、必
中
理
論
ビ
實
際
の
爾 

方
面
，ょ：

b

之
を
解

.決
す
：る
に
努
：め：、之
に
關
す
る
過
去
尿
び
現
在
の
二
切
の
理
論

e

事
實
と
を 

參
酌

'す
る
の
態
度
を
取
，れ
り
。
是
に
於
て

...か、旣
往
に
於
け
る

1

切

0

理
.想
ミ
旣
往
及
び
現
在 

0;
1
.切
0

事
實
ビ
は
、此
：

.
1大
雄
篇
の
中
に

'包
：容
せ
ら
れ
て
此
に
一
系
の
學
說
と
爲
り
，斯
學
上 

に
於
け

る

各

種
：思
：想
の
.淵
源
士
爲
れ
る
ビ
共
に
、其
議
論
觀
察
の
多
，面
的
な
る
ょ
り
生
發
る
幾 

多

^

矛
盾
と
不
锨

.底
並
に
；之
に

#

へ
る
世
間
幾
多
の
誤
解
ど
は
後
世
に
於
^
る
斯
學
攻
究
者

0

研
デ
を

®

激
し
將
來
に
於
け
る
斯
學
發
達
の

S

を
啓
け
る
も
‘の

*

>

9

0氏
の
此
 

一
®

の-著 

書
：：

f

後
世

R

於
け
る
斯

#.
上
：の

S

の
理
論
並
に
政
策
論
の
殆
ど
凡
て
の
前

f

藏
せ
る
次 

If
f

並
丨
多
面

6
Mな
る
氏
の

_

論
か
將
來
に
於
け
る
稀
々
の
學
ー
說

.を
^

む
に
至
々
た
る
次
第
は
、

%
 

^
 

 ̂

m
 

^
 

f
f
i 

«

t
v
o 

^
 

^
 

r
- 

*
一 

部
分
又
は

一

ニ
章
を
*
輝
す
る
も
容
易
に 

之
を
：窺
ふ
を
得
可
し

;:
0
:

:

:
:
.
.
: 

:

今
や

氏
の
：生

誕

一
一
百
年
を
紀

念
す
る
に

際
し
、勞
働

の
賃
銀
に

關
す
る

氏

の
所
說
の
大
耍
を 

述
べ
て

.

.其
短
評
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
、

j

は
氏
の
高
風
を
追
憶
す
：

る
ど
共
に
，

^

^
一
に
は
具

®
 

的

に
此
次
第
を
明
に
し
て
以
て
世
俗
；幾
多
の
人
士
の
誤
解
を
糾

す
の

#
嵙
に

f

ん
と
す
る 

R
.
.外
な
ら
ざ
る
な

.，

£5s 

3

.

.

U
1
)
■ 

-

「

ス
ミ

I

賃
銀
に
關
す
る

.學
說
は
、主

.ビ
し
て
國
富

.論

5

編
の
第
八
章
及
び
第
十
章
に
於 

て
.之
ダ
說
け

:.
1
>。
即
ち
第
八
章
に
於
て
は
賃
銀
ー
般
の
決
定
の
现
法
並
に
其
高
低
の
出
來
及 

S

:
因
を
明
に
し
、

S

S

於
マ
は

J

 

S

別
に
：從

2

其
i

s

低
の
生
す
る
所
以 

を
銳
朋
せ
む
。

:

0

.

i
2

〇
i

 

.論

脚

.

？

ム、スミス

」

S

S
 

. 

第

セ

號
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..
^
,十：七

卷

(

1
2
.四)

.

^

.

m

:
「

T
r
•
ム、スミ

.スj

の
.質
雜
輪

. 

第

七

鱗

®〇 

•

.隹
：來

賃

,«
な
る
語
に
は
廣
狹
一
一
様
の
，意
義
ぁ
り
。

狹
義
に
於
て
は
所
謂
契
約
上
の
賃
銀
、殊 

®
 

^
 

せ
ら
る
、
實
般
勞
働
者
が
典
勞
働
に
：對
し
て
契
約
上
受
く
る
所
の
報 

.

酬
洚
い
ひ
、廣
義
に
於
て
は
洛

«

の
：勞
働
に
對

す
る

.
一
般
の
報
酬
、即
ち
單
に
契
約
貨
鈒
.の
み
な

ら
：ず
、自
'ら
事
業
を
，

經

營
す

；.

る
其

經
：營

の
動

勞

：

2

對
す
る
報
酬
を
も
併
せ
て
之
を
い
ふ
の
常
な

.

.
 

.

.

..

る
も
、世
俗
普
通
：

.の
用
語

k
'於
て
は

 ̂

せ
ら
る
、
の
風
あ
り
。

然
る
に

「

ス
ミ 

ス
&

一
般

r

ft
*
.俗
普

」

通
；の
意

.味

.
に
，於
て
其
用
語
を
使
用
す
る
の
風
め
る
に
拘
ら

t
，此
場
合
に 

於

て

は

特

化

廣

義

に

之

を

t

て
各
稱
勞
働
：の
報
酬
全
部
を
賃
鈒
ビ
見
做
せ
る
が
如
し
。
 

.勿

.

.
論

氏

は
明
に
之
；が

.定
義
を
卞
せ
：る

^

非
ず
。
.氏
は
其
他
の
用
語
の
場
合
に
於

け
る
と

等
ん 

ぐ
、此
語
に
對
し

.，.て

-%
特
，に

.定

義

，
を

，
，
下

甘

：

'る
乙

w

な
し
ビ
雖
も
、物
價
の
構
成
耍
素
を
論
ず
る
に 

.
#し
て

「

地
代
、利

I

B及
び
赁
雄
の

H

考
は
物
價
の
全
部
を
構
成
す

」

ビ
，
^
ひ
、「

普
通
の
農
業
者
は
利

潤

ど
共
に
賃
銀
を
，も
併
せ
て
之
を
收
得
す

」

ど
.い
ひ
、

®

立
な
る
，製
造
業

者
：の
利
得
は
通
例
利
潤

.

. 

.

.

 

:
. 

, 

- 

- 

. 

.... 

: 

*
. 

1
, 

1
:

名
.稱
せ

6

る
、

も

'li
t
«

合
に
は
賃

.銀
が
利

.潤
と
混
同
せ
ら
る

」 w

說
更
第
一
編
第
六

「

小
店 

'生
の
得
る
利
潤
は

l

a
頗
る
高
率
な
る
：も

.是
，卜
に
假
裝
せ
る
實
際
賃
銀
に
外
な
ら
少

(

第 

、1
縮
第
十
章

)

ど
#
せ
る
よ
り
；觀

^

ば
、火
の
，眞
意
は
：明
に
之
を
窺
ふ
に
雛
か
ら
ず
ノ
蓥
し
學

il

的
砑
究
の
爲
に

.一，切
の

#

*
報
酬
を
一

.
括
し
て
賃
銀
ミ
稱
す
る
の
適
當
な
る
を

S

し
結

果 

:

»

可
<

從

つ
て

^
•ィ
章

«
.銀
論
：の

»

頭
.に
於
.て
も
勞
慟
の
生
產
物
は
勞
働
の
自
然
的
報
酬 

:

又
；は
賃
銀
を
構
成
：す
ビ
_喝
破
し
て
其
眞
意
：を
：明

(:
し
た
り
。
.
：
：

;
:然
れ

V
V
S

氏
は
常
蜱

 

確
，持
し
て
終
始
一
貢
せ
り
ご
い
ふ
を
睜
ず
。
進
ん
で
賃
緝
ち

I

现
法
を
說
く

 

S

っ
て
は
或
は
其
多
赛
は
通
例
利
害
相
反
せ
る
兩
者
間
の
契
約
に
依
り

.

て
決
せ
ら
る
と
い
ひ
、或
は
勞
働
者
維
持
の
用
に
供
せ
ら
る
可
き
基
金
の
多
寒
に
依
つ
て
定
め

:■
:
&
:る
と
い
ふ
缭
、第
八
；章
及
：び
第
：十
章
を
通
じ
て
恰
も
契
約
賃
銀
の
意
義
に
解
せ
る
の
跡
歷
然

た
る
、

の
あ

K
V
.
O 

.

敢
.て
'前

0
.
:解
釋
を
無
覦
せ
る
に
非
ず
、議
論
說
明
の
便
宜
の
爲
に

f

斑
を
擧

げ
て

^

穿
を
示
す
の
猫
度
を
取
れ
る
結
果
ビ
見
る
を
得
ざ
る
に
非
す
ご
雖
も

‘兎
に

^
、I

章
を

通
じ
て
之
'を
鄉
れ
ば
鑛
途
を
し
て
此
一
語
に
廣
狹
一
一
機
の
解
零
あ
る
の
戚
を
抱
か
し
ひ
る
も

の
あ
る
は
復
一
た
f

ふ：可
ら
ず
：
.ス
ミ
ス
一
が
行
文
を
平
易
明
快
な
ら
し
む
る
に
留
意
し
て
興
措

用
'語

0 

i
 

^
 

^
 

^
 

M

を

取

b

た

る

一

端

は

^

に

此

ユ

も

亦

之
 

を

窺

ふ

.

.を

得

可

し

。

：

.:

.
a

m
.

* 

,

丨
第
十
七
卷

C 

51

芒

論

.

0

「

T
ダム、スミス

.

」

の
if
銀論 

$
號

四

一



第セ號
 

四ニ

の

I

般
的
原
因
に 

BI
ぐ、(

國
富
論
馆
一

關編す 本
0

第
十
七
卷

(

1

0

一
 

4
0

 

:

:
論

':

說

「

ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス
J

S

銀論 

然
れ

^

^

ス
ミ
ス

」

の
.
硏
究
態
度
の
最
も

'

明
瞭
に
窺
は
る
、
は
、®
銀
決
定 

-

す
る
其
所
^
に
在

b

o

即
ち
氏
は
賃
銀
論
の
劈
頭
第
一
に
先
づ
述
ベ
て

第
八

«

、似
卞
柿
|:
.註
乜
ざ
.
.
.る
別
用
は
；何
ン 

.S
 

ノ W

れ
.
も
本
I準
i

リ
の
引
用
な
り

j

:
:
,

「

勞
働
の
生
産
物
は
勞
働
の
自

 

酬
又
は
賃
銀
を
構
成
す
。

土 

「
：

の
—

積
の
行
：は

T

る
：

以
前
の
原
始
狀
態
に
，在

V

て

は「

勞
働
の
全
生
産 

{中
略

)

此
狀
態
に

.し
て
繼
續
せ
し
な
ら
ん
に
は
、勞
働
の
賃
銀

は
分

業
に 

腾
力
の
一
切
の
改
良
ビ
共

R

樹
加
し
た
る

.な
る
可
く
-

|

切
の
物
品
は 

.
*

る
な
る
可
し

」

云
々
、
::
;

此
所
論
ょ
り
觀
れ
ば
、貨
銀
>の
多
寐
は
一
に
勞
働
の
生
產
カ
に
依
つ
て 

な
り
。，
然
れ
ど
氏
の

®

に
進
ん
で
論
す
る
所
に
據
れ
ば
、斯
の
如
き
ば

0

資
本
の
蓄

«

な
き
原
始
狀
態
，に
於
：け
る
：の

«

實
に
過
ぎ
ず
。
土
地
の
私
有
行
は
る
、
に
及
ん 

で
は
地
主
は
-勞
働
者
が
土
地
ょ
々
收
納
又
は
收
拾
し
得
可
き

殆
ど

凡
て
の

生
産
物
の

一
部
分 

を
盟

求
す

」

る

R

在
ち

•、又
勞
.働
者
が

_

 

自
ら
支
ふ
る
の
生
活
資
な
く
、自
ら

_

免 

る
の
財
料
な
ぐ
し

_て
、雁

.主

.の

.資
本
よ
う
之
が
■支
給
を
受
く
る
峙
は
灌
主
は
其
生
產
物
に
對

 
'し

地
の
所
有
並
に
資 

物
は
勞
働
者
に
觸 

依
り
て
法
ず
る
其
生
：
 

漸
次
益

<
低
廉

w

爲
り

決
定
せ
ら
る
、
次
第 

31
土
地
の
私
有

®

く

，て
參
，加
：せ
ん
こ
ビ
を
要
求
す
る
，に
;至
る
。

.
斯
く
て

'.
地
主
の
地
代
と
麗
主
の
利

P

と
は
勞
働
の 

生
.產
.物
中
ょ
り
控
：，除せ
ら
な
、
な

&

。
勿
：論
勞
働
者
自
ら
資
本
を
所
有
せ
る
場
合
に
は

.吨
^
 

働
者

'は
其
勞
働
の
全
生
產
物
を
享
得
す

^

雖
も
、斯
の
如

&

揚
合
は

'事
實

ff
i

る
稀
有
に
し
て
、勞 

:
©
,者
'
_
v，雇
.主
ビ

は
通
例
別

^

な
る

.：の
常
な
ぅ
。
即
ち
氏
の
所
見
に
據
れ
ば
地
主
並
に
懷
主
ビ 

勞
«

.者
ご
は
通
例
別
人

.
|にヾ
し

|て
、賃
銀
は
ニ
般
に
雁
傭
賃
銀
た
；る

.
な
K
V
O

然
ら
ば
此
賃
銀
は
命
何
に
し
て
決
定
せ
ら
る
、
や
。

「

ス
、、、ス

」

は
'̂
點
に
關
し
て
^
<
て
ヨ

、
+ 

.

. 

.

.

.「

努
働
の
普
祖
賃
銀
如
何
は
何
れ

.の
地
に
於
て
も
通
例
、常
に

'̂
し

て

^

^

害
を
一
に
す
る

こ

と

な

&

兩
派
の
：間
に
締
緒
せ
ら

る

、

契

約

に
依
り
て
定
め
ら

る
。

勞
働

者
は

可
及
的
多 

く

を

得
.ん
，こ.ギ

を
盟
：

み
、
雇

主

は
可
及
的

少

な

く

與

へ
ん
こ
ど
を

.蓮
む

o

前
者
は
勞
働
の
貨 

銀
を
引
上
ぐ
る
が

爲

R

li
結

甘

ん
と
し
、後
者
は
之
を

引

下
ぐ
る
が

爲

R

B
結
せ

ん
ビ
す

る
 

,
の
傾
：あ
：

6」

ど
。

即

ち

氏

は
*
へ

S

に
於
て
貢
銀

を

以

て

.各

種
の

‘

價
ビ
等
し
く
、全

< •

需
恶
供
給
の
關
係
に
仅 

h
.
て
.決
定

.せ
ら
る
、
も
の
ビ
爲
す
に
似
た

>

9

而
し
て
此
賃
銀
決
定
上
に
於
け
る
兩
者
の
地
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* 

0
:
1
.八〉

I

論
^

魏

「

ア
ダ
ム
ス
3
'スJ

の
賃
銀
論 

够七
^

,

1

^

位
，關

0
に
®

し
，て「

ス
ミ
ス」

の

輪

述
せ
る

所
は
實
に
當
今
に
於
け
る
社

#

政
策
的
立

法

の

J1
!

由 

を
想
は

•
し
む

.る
も
の
あ

6

0

日
く
、 

•

.
「

普
通
の
場
合
に
於

;1
:

、此

_

爾
：派の
；

^

決
上

•
哲
利
の
地
步
を
占
め
•其
對
手
を 

-し
て
启
家
の
提
出
條
件
に
服
從
せ
し
む

る

に

至
る
ヰ
き
か
は
、之
を
豫
想
す
る

こ

ビ
困
難
に 

非
す
。

M

主
雜
，
.は
..其
_數
：比
較
的
，少

な

き

が

故

に

容

易

に

團

結

し

得

可

く

、而

し

て

法

寧

の
^
 

定

—
：又
^

圓
，，̂
^
.
.
.
,
公
.1,
.し
.若
.
し
....
ぐ
.は

.
.̂

な
.く
と
も
之
を
禁

t'
'る
' 
こ
と
な
き
に
、然

.る
に

.勞
，-勖
 

者
の
團
結
は
之
を
禁
止
せ
ぅ
。
議
院
の
決
議
を
經
た
る
法
律
中
、勞
働
の
代
價
を
引
下
げ
ん 

.
せ
す
る
國
結
に
反
對

'せ
る
も
の
は
、一
も
存
す

る

乙

と

な
き
も

^

t
引
上
.ぐ
る
の
團
結
に
反 

對
す
る

0
、規
定
は
：數

多

現

莽

せ

り
.:
0

.
:加
之
、此
種
の
樂
議
に
際
し
て
歷
主
輩
は
勞
働
者
锻
ょ 

も
も

’永
く
持
久
す
，：る
を
得
；可
し
。
:
地
.主
、農
業
者
、製
造
業
主
又
は
商
人
の

0
は
、縱
令

a

一人 

.
の
.勞
働

.考
を
，用

.
a
す
W

X

も
、既
に

'
蓄
へ

#

た
る
其
資
本
に
依

>

 

て 

一
二
年
間

0

生
活
を

. 

:
爲
し
得
る
を

^

ビ
.す
_る
.
_に
、然
る
に
勞
働
.者
に
在
り
て
は
業
務
な
く
し
て
一
週
間
の
生
活
を

:v

爲
丨

v

得
る
者
は
旣
に
多
か
ら

t'
_:
,

月
を
支
へ
得
る
者
は

]1
1

に
遙
に
少
な
く
、一

 

個
年
を
支

.

•
 

.

.

.
1
-
• 

• 

•
.

持
し
得
る
者

R

_

り
て
は
：殆
ど
全
く
有
る
こ
ビ
な
し
。

.
長
'
期
間
を

.

.通
じ
て
.之

を

觀

れ

ば

、勞

:'
働
：者

の

其
®

主
|

,

3

:必
學 

の

爲

に

必

要

な

る
i

(

な
る
所 

な
し
ビ
雖
も

^

者

の

必

0
は
後
：者

の

如
く

即
時

.的
な
ら
沴
る
な
り」

ご
。

貴

+

S
約
上

I

け
る
勞
働
者
め

I

は
.低
'下
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
す
ビ
雖
も

•

「

ス
ミ
.
ス」

の
所
，見

に

據

れ

ば

賃

鍛

に

は

自

ら

一

定

の

最
®
 

限
度
の
，

#

す
る

i

0

:あ
る
な
卜

:°
日
く
、
广
 ̂

:
"

....

〔

勞
働
者
に

對
女
る
其
爭
議
：

に」

於
て
®
主
は
一
般
に
有
利
の
地
步
を
占

ひ
る
に
相
違
な
し 

ビ
？

も
A

し
>

»

に
，.は

:.
.兎
に
；角
一
定

の
率

ぁ

P
て
永
く
其

以
下
に

普
通
貨

銀
を
下
落
せ
し 

ひ
る

M

ビ
は
最
下
溆
の
鍾
類
.に
觸

せ
る

勞
働
の

®
合
ビ
離
も
不
可
，能
な
る
が

如
し
。

.

_
:來
人
間
は

.其
勞

«

に
依
り
て
生
活
せ
ざ
る
可
ら
す
。
而
し
て
其
®
銀
は
少
く
と
も

一
 

‘

身
を
支
ふ
る
に
足
ら
ぎ
る
可
ら
今
。
否
な
大
多
數
の
場
合
に
於
て
は
多
少
興
以
上
な
ら
ざ 

.

名

可

ら

ず

欲

：ら
さ
れ
は
其
人
本
：家
族
を
養
ふ

能

は

ざ

る
.可
く
、肋
し
て
此
種
勞
働
者
の
人 

ノ
種
は
最
初
の

 

一

0
0
上
衝
た
存
績
す
る
を
得
ざ
る

.可
し

」

云
々
。

r

ぐ
て
氏
は

®

銀
の
永
く
生
存
费
以
下
に
在
る
を
得
ざ
る
を
說
く
ど
共
に
、勞
働
に
對
す
る 

需
要

0
增
加
す
る
揚
合
に
於
て
は
勞
働
者
の
地
位
は
有
利
ど
爲
り
、其
赁
銀
は
遙
に
此
®
度
以

』
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四
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上
に

#

り
得
る
こ
ど
あ
，る
次

.第
を
述

)

2

に
此
需
要
增
加
の
由
て
來
る
原
因
に
就
て
は
、

「

賃
銀
に
衣
食
す
る

人

々

に
對
す
る

fl
勘
の
增
加
は
賃
銀
支
拂
の
資
ど
し
て
定
め
ら
れ
た 

.
る
基
金
の
增
加
す

.る，割
合
以
上
に
出
づ
る
を
得
ざ
る
や
明
け
し

」

'ミ
論
じ
て
、以

て

後，世
：：

に
，於

け

る

®

銀

甚

金

說

の

端

を

啓

き

，勞
働
に
對
す
.る

0
要
の
限
度
を
定 

む
^

の
原
因
と
し
：て
之
を
說

0]
]

せ
り
。 

' 

,

盥
す
る
に

「

ネ：ミ
ス

」

の
所

.言
i
に
據
れ
ば
、貨
銀
の
多
霖
は
本
來
勞
働
の
生
産
力
に
依
つ
て
足
め 

ら
れ
々
る
，も
の
な
る
も
、土
地
の
私
有
及
び
資
本
の
蓄
檄
行
は
れ
て
、勞
働
の
生
產
物
に
對
す
る 

地
主
：及
び

M

主
の
參

*

!?
求
發
生
す
る

，と

共
に
、勞
働
.者

に

對

す
る

其
分
配
即
ち
賃
‘銀
の
割
合 

は
需

」

要
と
.供
給
の
關
係
に
依
つ
て
決
定
せ

.ら
る
、
に
菜
る
。
而
し
て
其
■
，要
を
決
定
す
る
も 

の
：は
：賃

銀

甚

金
;0
:多
»

な
る
：も、併
：し
賃
銀
：は
如
パ
何
に
卞
落
す
る

も

永
く
勞
働
漭
の
生
存
费
以

下
に
狂
る
こ
ビ
な

&

な
り
。

.

(

四)

•

f 

今
之
を
貨
龈
學
說
史
の
上
ょ

>

觀
る
に
、英
國
の
經
濟
學
說
史
家

「

テ
ド

_タ
>

:
ン
、キ
.
ャ
ナ
ン」

の 

言
：に
據
れ
ば
•最

近

两

五

十

年

以
*

賃
銀
，決
定
の
原
因
に
關
し
て
唱
遵
せ
ら
れ
た
る
主
喪
な
る

.
學
說
に
三
種
あ

-
v

r生
^

费
：說、需
要

.供
給
：說
、及

「

び
生
產
力
說
是
な
彡
。
生
存

®

說
は
、生
&
且

つ
.
I働
く
：か
爲
に
は
人
間
；は

依

つて
：：

以

て

生

活

す

可

き

資

料

を

有

せ

ざ

る

可

ら

t

ど
い
ふ
事
實

皮
、賃

藥

勞
働
考
は
；自
：然
の
：成
行
-上
依
つ
：て
以
て
生
活
す
る
に
足
る
の
福
度
以
上
を
享
得
す
る

ヒ

士

な

し

ビ

い

ふ

：推
斷
年
を
：基
：礎
k

せ
るr

ス
ミ
ス」

當

時

ー

般

の

通

說

に

し

て

薷

誕

供

給

說

は

勞
働
を

：以

て

1

^
の
：商

.品
；と

：見

做

し

、之

に

對

す

る

雷

要

は

之

が

，支

拂

の

爲

に

離

備

せ

&

れ

た

る
，基
余

0
數
量
に

.

.依
つ

T
決
♦

:ら
る
、
も

0 
€
爲
せ
る

 

一
a

の
謬
見

R

甚
づ
け
る
學
說
に

外

な
ら
，ず
。

而
し
て
|
,第
三
：の
生
：產
丨
カ
說
に
據
れ
ば
.賃
銀
は
»
竟
住
產
物
の
一
部
分
に
外
な
ら
ざ

る
が
故
に
、其
多
寡
は

1

.

0
生
.產
カ
す
其

.生
產

»

中
t

利
潤
及
び
地
代

S

し
て
控
除
せ
.ら

/ 

>
fr
額

ビ
に
依
つ
て
汄
せ

:6
>る 

>
 も
の
ビ
爲
す
な

b
 (

E
d
w
i
n

 

C
a
r
m
a
n
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T
h
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o
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d
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Distri
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E
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a
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S 

2
-0
:

此
分
類
ょ
り
觀
れ
は
、

「

ス
ミ
ス

」

の
.所
說
の
中
に
は
三
說
共
に
之
を
認
む
る
を
得
可
し
。

即
ち 

氏
ヵ
原

'始
的
社
會
の
狀
態
に
關
し

.て
述
ぶ

.
る
所
が
生
：產
力

.說
に
在
り
し
は
勿
論
、地
主
及
び
雁 

.主
の
發
生
せ
る
狀

•態
に
就
て
も
、其
賃
銀

.の
往
時
ど
，異
な
る
の

m

は

ii
l
i主
及
雁
ま
が
を

 ̂

A

\
 

勞
働
の
生
産
物
の
'
部
分
を
要
求
す
る
の
一
事
に
在
る
を
指
摘
せ
る
ょ
ぅ
觀
れ
ば
过
に
之
を

:
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十
七
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i
〇
m
l
)

論

；
_

;「

ァ
ダ
ム
，
ス
ミ
ス」

の
賃
跟
論 

第
七
猇 

四
八

敷
.衍
し
て
後
世
の
，生
產
カ
說
を
立
つ
る
は
決
し
て
難
き
に
非
ざ
る
な

b
'o
然
れ
ど
當
代
の
契 

約
賃
銀
に
關
し
セ
は
、氏

.は
斯
の
如
く
徹
底
的
に
生
'產
カ
說
を
固
執
す
る
こ
と
な
く
，所
論
を
一 

•轉し
： /

て
、賃
銀
契
約
：上
勞
働
者
が

.：展，主

「

に
比
し
て
常
に
不
利
な
る
境
遇
に
在
る
を
諭
じ
、暗
に
賃 

飯
引

T

の
傾
向
斷
ぇ
ざ

る

★

第
を
示
し
つ
、、然
か
も
®
銀
は
決
し
て
永
く
生
存
費
以
下
に
在 

'る

こ

し

e

論
結
せ
り
。
故
じ
此
點
に
於
て
は
當
時
一
般
の
風
翻
に
從
つ
て
所
謂
る
生
存 

锻
說
を
是
認
せ
る
の

®

*

き
に
非
ざ
れ
ど
も
、議
論

M

に一：步
を
進
め
て

0
銀
*
金
豐
富
な
る

場
合
に
は
ノ
賃
銀
額
著
し
く
生

^

璩
の

“
上
に
在
る
：可
き
を
論
じ
、幾
多
の
事
實
を
擧
げ
て
之
を
立

.
■ 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.. 

•

:.

.

.

.

.

.-

. 

.

證
せ
ん
ビ
試
み
た
る
ょ

.り
舰

.れ
ば
當
時
實
際
の
賃
銀
に
關
す
る
氏
の

.
眞
意

M

は
需
要
供
給
說 

又
は
貨
鈒
銮
金
說
に
在
り
た
ぅ

ビ

ぃ

ふ
を
得
可
し
。

.

.■

.侬
是
觀
之
、此
點
：：に
關
す
る

.

「

ス
ミ
ス

」

の
所
說
は
頗
る
包
括
的
な
り
。

「

キ
ャ
ナ
ン
，の
所
謂
る
三 

大
學
說
は
何
れ
も
此

_

之
を
窺
：ふ
を
#
可
し
ソ
然
れ
ど
包
括
的
な
る
が
故
に
頗
る
不
徹
底
な

、p
°

:其
.生
產
カ
說
の
不

.徹
底

•な
.■る
は
勿
論

.生
存
費
說
を
說
く
に
際
し
て
も
其
理

S

 

w

す
る
所
，

.

. 

.

.

.

.

. 

.

，は
.女

0

ぎ
不
徹
底
な
り
。

.

氏
は
勞
働
者
に
し
て
自
己
及
び
家
族
を
#

ふ
に
足
る
の
賃
銀
を
得 

r
.
d
^'
典
種
办

#
.働
洛
は
一
代
以
上
存
镄
す
る
を
得
さ
る
可
し
ど
い
ぶ
ビ

«

も
^

主
に
し
て

..
V
/
.个
.

力
勿
.く
.險
鞑
に
浓

6

て
勞
働
者
を
壓
服
し
得
る
の
地
位
に

•
立
ら

」

、而

.し
て

&

に「 

り
も

:0
家
の

.私
利

^
忠
な
る

」

成
な
り

I

ば
、次
代
.の
勞
働
著
の
利
益
を
無
視 

て
眼
育
の

|-
每
の
爲
，に
永
く
生
存
費
以
下
に
貨
鈒
を
引
下
ぐ
る
こ
ビ
な
き
を
保
せ
ず
。

氏 

亦
.

金
の
著
し
く
減
少
し

.つ

：
：
、

ぁ

る

邦

國

に

於

て

叨

R

此
事

.實
ぁ
る
を
認
め
た
り
。

而
し 

之

I

.
様

な

る不

H

.

銀

i

說
に
於
て
も
亦
等
し
く
之
を
窺
；ふ

I

可
し
。
加
之
ハ 

始
-狀

應
に

.於

.て
圣
部
賃
銀
に
歸
し
た
る
努

« :
の
：生

產

物

の

ニ

_部

分

が

後

世

(:
及

ん
で

地

ま」

 

一
び
1

'
の
要
_ 

S

る

次

第

を

述

べ

0 

,
\然

か

も

其

耍

水

の

由

f

當

海

と

i

 

.

1

:

1主
，及

i

主

當

然

の

權

利

く

し

：：て

漫

然

'
f

看
過
し
た

る
の
狀

ぁ

b 

o
蓋
し

S

 

の
■

た
る

I

法
說

の

上
に
於

て
は
當
然
の
こ

ど
？

し
な
る
可
し
ど
雌
も
、後

M

の

£

 

る
勞

-«
者
搾
収
說
も
亦
此
關
係
ょ
り
推
斷
し
得

可
き
も
の
な

る
を

想
へ
ば
、少

く
と
も
某

43
水
 

士

^

否
得
失

V
’

は
，之
を
明
に

.す
可
か
り
し
な
ら
。

 

,

§

.
•'
^

は
鬼
に
題
實
，際

の
:»
:̂
に
關
す
る「

ス
ミ
■ス」

の
見
解
は
所
謂
る
賃
銀
遊
金
說
ビ
生
存
費
說 

の
.折

寧

な

;;
!
>。‘
氧
銀
：决
.定

わ

原

因
.を

勞

補
.に
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.す

る

耨

要

め

方

面

に

求

め
X

は
‘之
を
寶
銀
基 

(

一§

瑟

論

.

妒

「

ァ
r

,
、f
A
こ
の
，食
S

‘ 

h 

0
$ 

a
-
t
.



第
す
七
卷
.

2

0
ニ
四)

論

昽

f
7
r
A
•
ス
ミ
ス」

0
貴
銀
論
’

， 

桀

セ

鱗

K
Q

金
の
中
に
認
め
、更
に
，勞
働
供
給
の
方

®

を
究
め
て
は
之
を
勞
働
の
生
產
辑
即
ち
所

l
ii
i
jる
生
存 

费
の
中
に
發
見
せ
し
な
り
。
即
ち
氏
は
一
般
の
生
存
费
說
主
張
激
の
如
く

r

f
銀
を
以
て

 

一

(: 

生
活
必
要

.

1
の
み
に
依
ヶ
て
決
定
せ
ら
る
く
も
の
と
爲
す
こ

:レ
な
ぐ
、又
極
端
な
る
货
銀
$
金 

論
激
の
如
く
單
に

®

金
の
多

*

の
み
が
貨
銀
を
，決

0
す
る
も
の
と
も
認
め
す
、生
存
数
は
軍

ic 

賃
銀
の
最
低
限
虔
ぺ
を

.：劃
す
る
も
の
に
し
て
、普
通
の
揚
合
に
於
け
る
賃
銀
は
多
少
其
上
に
任
る 

を
常

S

し
、而
し
七
其
多
寒
は
賃
銀
基
金
の

.多
，寒
に
支
配
せ
ら
る
、
も
の
と
爲
せ
り
。
略
言
す 

,れ
：ば
氏
は
賃
銀
決
：定
，の
へ
原
_

を

|

«

0

_實
求
め
す
し
て
需
要
.及
び
供
給
兩
方
面
の
事
實 

に
認
め
た
り
。

故
に
：氏
は
.如
上
の
議
論
に
次
ぎ
一
般
賃
銀
論

(

第
一
編
第
八
章

)

、の
大
部
分
に
於 

て
此
：兩
方
面
，

0
:事
®

：に：：
.關
t

る：
#

細
、の」

硏
究

を

爲

し

た

り

。

-

即
ち
氏
は
勞
働

.

に
鋒
す
：.る
需
耍
が
貨
姐

$

金

0

增
加
に
比
例
す
.る
の
外
な

き

を
述
ベ

^
る
 

後
、姐
に
議
論
を
進
め

.て
日
く
，

、此
基
金
は
二
個
の
種
類
ょ
り
成
る
。
第
一

'

は
生
活
維
持
に
^
挺
な
る
程
度
以
上
の
收
入

■

に
し
て
、第
，

1
|は：：
*

主
由
；身

の
使
用
：に
必
.要
な
る
程
度
以
上
の
資
本

K

り
。

:

.

 

. 

: 

' 

.

. 
■ 

■ 

:

.

地
主
、年
金
衣
食
者
又
は
金
滿
家
が
自
己
の
家
族
を
支
持
す
る
に
见
る
ビ

M
f
f
iせ
る
程

^

I；

!

II
必
上
の
收
入
を
有
す
る
時
は

>其
人
は
ー
該
剩
餘

0;
:全
部
又

.は

一
部
分
を
用

a

て

一

人
乃
至
數 

人
の
僕
婢
を
支
持
す
デ
へ
此
剩
餘
を
堦
せ
ば
其
人
は 

を
增
す
可
し
。

獨
立
の
職
入

(

中
‘略)

が
自
象

.使「

用
0

材
料
を
鱗

ひ

且

'つ

其

製

品

寶

却

に

至

る

迄

一

身

类 

ふ
る
に
足
る
：程
度
以
上
：の
資
本
を
得
た
る
時
は
、其
人
は
自
ら
其
剩
餘

.を
：以
て

一
人
2

數 
.

人
の
職
入
を
廣
用
し
其
作

.業
に
依

5

て
利
潤
を
得
ん
ビ
す
る
に
至
る
。
若
し
此
剩
餘
を
增 

せ
ば
其
入
は
自
ら
：使
用
職
人
の
數
を
增
す
な
る
可
し
。

,
.

「

故
R

賃
銀
衣

«

者

：
：に

對

ず

る

雷

要

」

は

各

國

に

於

け

る

收

入

及

び

資

本

の

增

加

ど

共

に

必

然
的
に
增
加
し
、收
入
.及

び

資

本

の

增

加

な

ぐ

し

て

增

加

す

る

こ

と

は

全

然

不

可

能

な

り

。

:.
然
る
ー
收
入
及
.び
資
本
の
增
如
.は
即
ち
國
富

0

增
.加
な
り
。
從
つ
て
貨
銀
衣
食
者

^

對
す

.
る

需
耍
は
國
富
の
增
加
ど

共
に

息

的

.5

加
し
、國

2

增
加

>

 
く
し
て

®
 
4

加
す
る 

こ
ビ

能
は

ざ
る
な

-

o
,

ご
。

2

«

之
、「

スミ，ス

」

の
所
謂
る
基
：金
は
剩
餘
收
入

e

剩
餘
資
本
ど
ょ
む
成
る
も
、其
剩
餘
一
の
收 

入

V
i

資

本

は

常

に

國
^

に

比

例

す

る
も

Q

 

k
 V

、

國

宵

の

i

割

合

は

常

に

此

基

金
S

的
け

ら

る

、
も
の
と
爲
す

に

似

た

り

。

國
富
の
增
減
ぼ
一：

に
■

つ
て
其
國
民
の
勞
働
の
生
產
力
に 

:

第
十
七
怨(

一〇
ニ
五)

：

論

E 

:

「

ァ
ダ
ム
ノ
ミ
ス
建
銀
論 

笫

七

號

玉

一



够
十
.七

港

(

一
o
一
 

.六)

論

訛

：

「

アダム、スミス

」

0
.賃
淑
論

r 

策

七

號

3£
ニ
 

在

.石
な
タ
概
れ
戍
此
に
氏
の
基
金
說
の
根
底
に
於
て
生
產
ヵ
說
.の
伏
在
せ
る
を
認
め
得
ざ
る 

火
非
ぼ
る
が
如
し
と
維

.も

#

.
の
價
値
生
産
力
の
如
何
に
砍

.

.
9て
國
宵
の
一
部
分
が
或
は
勞 

働

者

：の

聰

傭

.に
供
せ

:&
:
^
\ z 

W

め
成
は
其
用
に
供
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
あ
る
を
認
め

t
、信
 

用

•の
.：作

湖

亦

翻

合

に

力

な

る

影
響
ん
る
次
散

R'
論
及
せ
中
、唯
-漫
然
國
富
の
增
進
ど
共
に
賃 

銀
の

*

ダ
自

M
.
W
に
增
加
す
る
一
を

,

け
る
は
、

®]
に
後
世
の
偏

|®
な
る
賃
龈
基
金
說
を
生
せ
し 

め

.：

K

る
原
因

'
欠
る
な
九
近
世
の
叨
聰
な
る
生
齑
ヵ
.説
は
氏
に
於
て
は
未
だ
胚
芽
の
域
を
も 

脫
せ
ば
石
な
り
。

双

_
、氏
が
本
論
に
於
て
或
は
生

^

維
持
費
以
上
の
餘
剩
收
入
ど
ぃ
ひ
、或
は 

餘
剩
の

；

資
本

v

サ
 

生
活
維
持

#

な
る
も
の

、
«

圍
限

.界
を
明
示
せ

-t
m

剩 

の
收
八
ゼ
資
本
と
の
異
同
を
辨
逆
ず
、漫
然
之
を

'國
富
の
一
定
部
分
ど
推
断
し
た
る
は
、又
氏
：の 

(

用
語
の
頗
る
自

BI
に
し
：て
、推
理
の
■缺
陷
を
ネ
崩
確
な
ら
し
む
る
一
例
を
他
诚
し
む
る
も
の
上 

い：ふ
可

-し
P 

:

'
.
V
'

, 

.•:
;
•.-
'
•
.人六)

' 

.

.

. 

■ 

:
.
i 

. 

:

.
然
れ
ア
，「

ヌ

'i
:ス
，

」

の

說

に

攄
ir
l

ば
、賃
鈒
の
高
牴
を
決
逛
す
る
も
の
は
倒
富
の

大
小

如
何
に
非 

ず
瓜
ャ
供

.

.赠
洳
ゃ

«

勢
如

-«
に
.、在

'り
。：

*

金
め
源
衆

.た
る
國
賓
の
大
小

、
■
 

A需
恶
の
多
寡

..
0

•；

彳

S
» 'sS?54

が
は
非

,

し
て
、他
の

—
方
.に
於
け

♦

供
給
：即
ぢ
人
ロ
の
多
少
も
水
之

/

C

:'
、
#
働
の
賃
銀
の
騰
貴
を
喚
起
ず
る
も
の
は
國
富
の
大
小
に
鋼
す
し
て
其
繼
續
的
嘈
怕

K 

在
ヴ
。

.
從

つ
.て
.賃
銀
：の
最
も

'
高
率
な
る
は
.最
も
富
め
る
の
國
に
非
ず
し
て
最
も
繁
盛
な
る

'國
即
ぢ
最
も
迅
速
に
富
裕
に
赴
き
つ
、
あ
る
の
國
な

6」

と

M

く
す

®:
時
英
國
は

' 
米
國
.ょ

h
y
^
0
に
富
裕
な
る
：の
國
な
る
も
，；
賃
銀
は
ボ
國
に
於
け
る 

■»
銀
：ょ

V

も
響
低
廉
な

M

れ
麄
し
米
國

に
於

け 

'る
人
ロ
.の
增
加
頗
る

迅
速
な
る
も
、

$
國 

ー
镇
相

®

の
速
力
は
撤

ド

八

ロ
堦
加
の
上
に
出

:1
?
、勞
働
者
の

_

耍
常

(:
遙
に
其
供
給
の
上
.に
在 

る
が
故
：に
外
な

I

と
斷
じ
、

81
に
靜
止
的
狀
態
の
邦
國
に
就
て
は
例
を
支
那
に
取
ぅ
て
、间
國 

は
舱
に
夂

u

<

地
球
上

.
最
も
富
め
る
邦
國
の
一
と
し
て
知
ら
れ
、其

.人
民
は

If
勉

R-
し
て
地
账 

_

_

_
な
か

0

_

せ
，ら
る
；

>

も
_

_

(:
於

け

る

.
：
敗

卞
»

勞

働

#
:
の
«

困

は

驚

に

言
語

に

絕
t

、
 

.其
窮
.狀
.は

歐

洲

諸

國

中

泰

も

貧

，窮
な
，る
國
#

の

最

下

級

勞

働

者
ょ

P
も
勝
れ
り
、避

れ

羅

竟
®1 

寫

0

大

な

も
に
從
：ひ
«

銀「

の
基
金
又
從
つ
で
大
仏
る
可
き
も
、斯
る
狀
態
久
し
き
に
百

j

る
が
は 

勞
働
者

-
の
供
卿
年
令
咐
加
し
て
、典
數
遂
に
霞
骚
以
上

に

M
し
、*
主
は
勞
働
の
不
姐
に
苦
む
こ

m

t
七
#

.(
一
〇
u

七
}

:
論

說

.

「

ア
ダ
ム
、ス
ミ
ス

」

の
览
銀
論 

;

第
4?
號

雪



，
第
十
七
卷

(
I

〇
ニ
八)

論

說

：

「

ァ
ダ
ム
、ス
ミ
フ
、」

の
賢
銀
論
. 

第
七
恶
.

五
四

ビ
な
き
，に
反

.し
て
、勞
，働
者

.は
其
職
を

|得
る
に
若
む
に
至

^
0
に
賃
銀
は

「

普
通
人
*
に
違
费
せ 

ざ
：：

る
£
最
：低

_

に」
引
ー
下
げ
ら
れ
た

.る
^

爲
に
外
な
ら
す
と
說
き
、而
し
て
袞
微
狀
態
の
邦
國
に
關 

し
て
は

基

金

漸
«
.
の
爲
に
勞
働

.に
對
す
：る
需
要
：逐
年
減
少
す
る
の
結

朵
、上

.級

の

勞

働

者

は

逐 

.次
下
へ
級
の
勞
働
.に
^

:®
を
：求

む

る
.に
至
b

、M

下
級
の
勞
働
者
は
益
ゼ
剩
と
爲
り
て
邡
賃
銀
は 

最
_も」

悲
慘
且
つ
最
，も，窮
乏
せ
る
勞

.働
者

0

生
存
費
の
程
度
に
下
り

、
^

か
も
數
多
の
勞
働
者
は 

職

を
，得
る
能
は
す
し
て

飢
迦

、窮
乏
及
び

死
C

の
慘

害

相
次
で

0
生
し
、此
に

其

國

の

住
民
は

滅 

少
し
て
殘

#

せ
る
收

.入

.及
び
資
本
の
；養

a

得
る
數
ビ
爲
る
に
至

I
:る
可
し

V

說
明
し
て
、

「

ベ；ンゴ 

I

ル」

に
於
け
る
當
時
の
狀
態
は

JE
R

之)
に
當
る
な
る
可
し
ビ

斷

言

せ

P
O

即
，ち

氏

は

ー

般

貧

銀

の

高

低

が

國

富

と

人

ー

ロ

：ど
：：：の
，關

係

に

：支

配

せ

ら

る 

> 

の
理
を

E

.め
つ 

\
然
か
も
事
實

'に
.照

し

て

其

關
係

R

三

0
の
.別

あ

る

を

指

摘
し
、國
に
砍
ぅ
て

其
'高

低
の
趟
勢 

の
必
中
し
も
一
機
な
ら
ざ
る
を
、明
に
せ
ぅ
。

故
に
國
富
の
趟
勢
に
比
し
て
人
ロ
增
殖
の
勢
を 

W

視
せ
，る
者
は
、氏
の
所
說

i

り
し
て

「

マ
ダ
サ
ス

」

一
流
の
悲
觀
的
經
濟
學
を
演
繹
し
得
可
く
、又 

之

^

反
し
國
富
增
進

''
..の
無
限
，な
：る

’を
信
ヤ
る

.者
は
.之
ど
反
對
に

「
V

ス
チ

ャ：；
1」

一
派
の

樂
觀
說 

を
敷
衍
す
る
を
得
可
し
。

r

ス
ミ
ス

」

を
基
礎
ビ
し
て
所
謂
る
正
統
派
の
經
濟
學
に
悲

11
樂
雛

_

Ia
t

■ I

I
i

1
I

i
l

r

の
經
濟
學
說
を
生
じ

.た
る
所
，以
又

以
て
見
る

可
き

次
第
な
れ
ど
も
、併
し
氏
向
身
は
其
何
れ

に
も
偏

.す
る
こ
ど
な
く
、嚴
，然

た

る

事

實

釔
s

k

し

て

實

際

祉

會

に

存

ず

る

理

法

典

物

を
W
 

明

す

る

に

過

ぎ

ざ

：ぅ

し

な

，

丽
し
て
氏
は
；此
味
に
_

し
て
英
陳
祖
會
の
實
狀
に
論
及
し
、旣
往
及
び
當
時
の
事
货
に
鸺
據 

し
て
英
國
に
於
け

.
4
.賃
銀

^

遙
：に
其
最
低
率
：以
上
に
在
る
次
第
を
明
に
せ
り
。
今
典
所
論
の 

要い旨

.を
：摘
起

>

れ「

ば
、田
く
、賃

_

が
其
：最
低
率
即
ち
生

#

费
R

在
ク
と
す
れ
ば
、少
ぐ

e

も
签
は 

夏
ょ
り
も
高
率
な

^

#

る
可

.ら
ざ
る
に
、英
國
の
大
部
分

(:
於
け
も
事
實
は
正
に
之
に
反
し
、麗 

一
日
：

の
實
鍈
却

つ
て
：

最
も
爲
し
て

：

是
れ

»

*

一
 

の
©

左
な
り
。
游

一1 

に
質
銀
典
最
低
率
に
在
ぅ

.
ご
す
れ
ば
、賃

0
は
食
料
品
の
代
赝
ビ
共
に
變
動
せ
ざ
る
町
ら
ざ
る 

に
、
然
る

I

國
の
賃
鈒
.は
食
料
品
代

f

 ;

牛
行

せ
ず
。

.
0
に
第

三

に
英
國
に

於

け
る
各
地

間
 

の
貨
銀
の
相
違
は
各
地
問

..の
食
料
品
の
相
違
ょ

&

も
跋
だ
し
き
も
の

.
ぁ
り
。
又
以
て
賃
銀
の 

最
f

に
在
ら
ざ
る
：の
；

S

.

ど
爲
す
可
し
。
度
に
各
地
方
の
間
並
に
旣

f

現
在
と
の 

〃間
|:
於
け
る
賃
銀
ど
食
料
，品
代
僧
と
を
比
較
す
れ
ば
、其
相
違
は
往
々
正
反
對
の
變
動
を
.小せ 

り
。
例
令
は
英
國
の
穀
價
は
蘇
國
ょ

b

も
低
廉
な
れ
ど
も
、其
賃

«

は
一
般
に
蘇
國

k

於
け
る 
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t
y
.も：.
高
，率

'
を
示
し
、又
前
。世
紀
に
於
け
る
賃
鈒
は

? i

世
紀
に
於
け
る
よ
り
も
遙
に
低
廉
な
る 

に
、現

«

紀
0 .

雜
物
其

.他
：の
日
用
品
は
前
世
紀
，よ
>

毛
却
つ

て
低
廉
：
^
b

。
以
上
何
れ
も
英
國 

.

.の
賞
銀
が
其

‘
最
低
限
度
に
在
ら
ざ
る
の
蹬
左

*

な
ら
ざ
る

*
は
な
し

S

。

、

_ 

,以
て
氏
が
賃
鈒
に
關
し
て
當
時
の
佛
國
經
濟
學
考
ヶ
ネ

丨J
(
Q
U
§
e
y
; 

O
e
u
v
r
e
s
,

 

E
d
.

 

o
n
c
k
s
,

 

p.. 

2
22

及
び

「

チ
へ
ダ
ゴ
丨

J

.:
-
R
s
e
x
k
>
n
v

§
. V

I
)

第
の
如

9

悲
觀
論
者
に
非
ざ
る
を
見
る
可
し
。

縱
h

a

當
時
の
英

國

の
.，實

狀

の

，然.

ら
し
：む
る
所
な
り

w

は
い
へ
、又
：以
て
氏
が
決
し
て
一
部
論 

-

者
の
附
解
す
る
が
如
き
先
存
数
說
氣
考
に
非
ざ
る
を
知
る
可
し
。

.

,
-;
:(

七)

:.

. 

.

.
'R'
は
撕
の
如
く
し
：十

「

勞
.働
；の
粮
酬
の
®
な
る
は
國
富
增
進
の
必
然
の
結
果
な
る
と

^

I:
.
又 

.«
南
然
的
徵
候
な
り
、之
に

I反
し
て
勞
働
に
從
事
せ
る
貧
民

の

生
活
維
持
费
の
潴
乏
せ
る
は
典 

11
:

:

會
が
靜

.止
的
狀
迦
に
在
る
の
：自
然
；的
徵
：候
に
屬

し
、
勞
働
者
の
；飢

'織
的
狀
態

.a

-j
t

社
會
の
退 

涉
し
つ
、
あ
る
徵
表
な
こ
論
斷
し
て
社

#

的
.見
地

よ
ら
高

&

賃
銀
を
謳
歌

し
、
以
て
當
時
に 

於
け

る̂

重

商

主

義

者

1

流

の

通

說
.に

i

矢

を

酬

ひ

た
b

o
'蓋
し
當
時
の
賃
銀
を
論
す
る
渚
は 

..M.

ね
勞

#

、者
の
見
：地
よ
ゲ
.之
を
歡
ナ
し
て
商
人
の

.見
地
よ
り
之
を
論
じ
、萵
&
貨
鈒
は
物
價
を

!
f
'i

I

!

I

[：

s.

|

f

!
t

1

!

I
|
j

ハ高が

.

.ら

.し

；
め輸

出
：：：

を

困

：
_

な
：ら
し
；

■ひ

も

が

故

に

、
一：
國

の

爲

J:
不
利
な
ぅ
、賃
銀
の
低
さ
乙

そ
國

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

+■ 

'.
• 

. • 

•

'

家
の
利
，益な

〜

ど
爲
，せ
る
の
風
あ
し
な

K
V
O
.
然
る
に

「

ス
ミ
ス

」

は
勞
働
者
の
見
地
ど
い
は
ん 

，ょ
り
も
寧
ろ
社
會

I释
般

'の
爲
と

.
い
ふ

■可
き
見
，地
に
立
ち
、英
國
に
於
け
：る
高
き
«
龈
の
利
铧
を

.論
バ
じ

-
V
;'

日
_
ぐ
、

' 

ぃ

‘ン

.

ぃ

「

下
»

踏
.級
の
人
民
：の
此
境

^

改
良
は

'其
社

會
：：

の
利
益
ビ
認
む
，可
き
か
、將

72
不
利
益

ビ
見 

’

.做

す
可
き
か
。：此

.問

■

に
.對

'す
る

答
辩
は
ー
見
頗
る
简
明
な

る
が
如
し
。

各

«

の
僕
婢
、勞 

リ

«

者
及
び
職
人

.；.碎
各
政
治
的
大
社

#:
の
最
一
大
部
分
を
構
成
せ
而
し
て
大
部
分
の

m

m 

<

改
.

#す
.る
も

.：
の

ば

、

決
：：

し

て
-其
全
體
に
取

6

て
不
便

な
る

も
の
？
認
む
る
を
得
す
。

所

®

.: 
一#

員

.の
最
大

部
分

.|.が「

貧
窮

.且
ら

.困
難
ぃ
な
る
社
會
は
磾
に
幸
福
繁
榮
の
社
會
れ
る
を
得
ず
。

•加
ぶ

...るに
入
：民
の
全
部
に
衣
食
住
を
供
給
す
る
の
任
に
當
れ
る

‘此
等
の
■人
冷
が
、自
家
勞
伽 

•:
:
0
;画
.

*
物
.
.ヤ
ょ

k各
：：

率
相
常
の

‘衣
食
：住
を
享
得
し
#
可
き
程
度
の
配
分

V」

受
く
る
は
、唯
-是 

.れ
’公
.
.疋
の
歌
に
外
な
ら
ざ
る
な

.
b」

V
J:o

以
そ

.氏
が
明
，に

.公

5£
の
見

.

.地
ょ

>

勞
働
者
の

.同
情
者
、其
利
益
の
辯
護
者

e

し
て
立
て
る
.を 

見
る

•可

t

。

斯
く

て
氏
は
貪
困
が
必
ず
し
も
出
產
を
妨
げ
ざ
る
も

小
.兒

の

養

育

に

妨

、害

を

興

第
十
七
验-

(
一

〇
三
一)

論

說

「

ア
r
ム
、
ス
ミ
ス」

の

賃

銀

論

m
七
猇 

五
セ
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論

就
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ダ
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論 
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五
八

，へ-
て
結
局
人
口
の

.撥
加
を
：制
限
す

.る
の
結
果
ぁ
る
を
說
き
、其
終
に
於
て

「

各
純

0.
:動
物
は
其
：生
存
資
：料
の
割
合
に
準
じ
て
自
然
的
に
增
殖
し
、而
し
て
決
し
て
此
割 

合
以
上
に
增
殖
す
る
を
得
ざ
れ
ど
も
，文
明

f
t會
に
於
て
は
、生
活
资
料
の
缺
乏
が
人
類
增
殖 

^

進
展
に
制
限
贫
！

§
ず
；る
：

0

事
、實
：は
獨

;!
>
:
;下

*
:階
級

®
人

K

の
間

^：
之
を
見
る

rc
過
き
中
。

而
し

.

.て
典
の
之
を
街
す

.る
の
方
法
は
彼
等
.下
層
人
民
の
多
產
的
な
る
結
婚
ょ
り
生
せ
る
小

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

'■
 

..

兒
の
一
大
部
分
を
破

:«
す
'る
の
外
、他
に
其
途
ぁ
る
こ
と
な
し

」

€
の
斷

.案
を
下
す
；ビ
共
に
维
に

_

ん
で
豐
富
な
る
勞

.働
の
報
酬
は
.之
ど
反
對
に
人
ロ
の
增
加

•
 

•
.

.

.

.

.

.

,
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

; 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

を
促
し
勞
働
の
供
給
を
增
加
す
る

の

結
，f

 

_る

を
論
じ
、此

に
後

世
に
於
：け

る
’

マ
ル
サ
ス

」

の

人

.
'
'
.

.

.

.

.

.

.

.

.

，
ロ

論

，
の

：
稀

子

を

：
播

け

.る
も
、併
し
氏
は

「

マ
ル
サ
，

'
ス」
の
如
く
此

A

ロ
增
加
の
結
來
を
悲

«

せ
ず

、
^
 

つ
七

「

之
を
嘆
す
る
：は

#

寛
最
大
な
る
公
，共
的
繁
，榮

の

必

然

的

の

股

因
ノ
レ
結
梁
と

V」

悲
む
-も
の 

な
：b
j
と
爲
し
て
、恰
も
之
を
祝
福
す
る
が
如
き
ロ
吻

.
を

：®
せ
り
。
:,
;

:
:

::「

ス
ミ
ス
ー
は
斯
の
如
く
豐
W

な
る
賃
銀
に
關
し
て

@

に
人

ロ

に；及
ば
す
其
影
響
を
悲
觀
せ
ざ 

る
の
み
な
ら
ず
、玛

R

其
:
丁
方
に
於
て
斯
る
賃
銀
は
大
に
勞
働
者
の
勸
勉
を
挺
め
、能
率
を
高
め
、
 

生
產
を

#

加
せ
し
；む
る
の
：結
果
.ぁ
る
を

カ
說

し

、
®

年
は
勞
働
者
'の
生
活
を
安
易
に
す
る

•か

故

に
：其
怠
慢
を
促
し
生

_

力
：を
減
せ
し
む

S

俗
說
を
攻
撃
し
て
、豐
年
に
は
賃
銀
高
く

 g

戶 

い

之

&

反
す
る
力
故

K

M
主
.辑
は
凶
年
を
喜
ぶ
の
風
ぁ
る
も
，是
れ
舉
竟

S

年
に
勞
動
考
の 

立
す
る
も
の
多
き
が
故
に
外

|

す
、豊：年

(:
衅

勞

働

考

は

ニ

帰

勸

勉

に

：し
て
兆
生
避
高
も 

凶
牵
ょ

P
も
巡
に

:
多
大
な

b
 y

極
論
せ

ち

:

即
ち
此
點
に
於
て
は
氏
は
徹
頭
徹
尾
當
時

0
:
‘ 

流
に

.反
扩
し
て
高

.き
氧
；銀

.；の
®
讓
考
た

る
な

b
e

而
し
て
年
の
嚴
と
賃
銀
の
高
低
と
の

I

に
.關
す
る
此
議
論
は
氏

i

り
て
禅
び
芒 

き
代
價
と

1

:

1

關
I

:

靈

^

め
た
り
。
藍
し
氏
の

I

せ
る
事
貴
に
據
れ

£

 

銀
.の
變
動
は
必
ず
し
も
常

I

料
：品

の

代

？

に
正
反
：對

の

變

動

を

示

す

こ
, 

ぁ
り
。
從
り
て
食
料
品
ど

M

f

の
間
に
は
何
等
の
關
係
な
き
が
如
ぐ
、又

®

に
氏
の
念

5

 

去
る
こ
ご
な
き
生
孩
费
說
を
も
全
：く
無
意
義
の
も
の
た
ら
し
ひ
る
の

a

な
き

R

非
ず
。
然

1 

5

三

s

f

立

V
、

日
i

s

の
代

®

が
勞
働
の
代
價
に
何
等

I

す
る
所
な
し
ド 

1

像
す
る
は
き
な
ぅ
勞

#

の
代
價
は
必
然
的
，に
勞
働

R

對
す
る
需
：耍

e

生
活
必
耍
品
及
ス 

便
宜
め
代
價
ヒ
の

*

奮

：に

の

5

は(

中
略

)

勞
働

者
に
支
給

.

3 

る
可
き
生
活
必
要
品

ブ

便1
4
V
J
,

 

決
定
し
、面

」

T

勞
働
の

K

幣
的
代
便
は

，

p

 

i
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六

〇

購
一
ふ：

に
.必
够
な
る

-金
^

に
：侬
て
決
せ
ら
る
。
故

{:
勞
働
の
貨
幣
的
代
價
は
食
料
品
低
靡
な 

る
®:
合
に
も

II
S

に
高

&

こ
と
あ
り
と
雞
も
、併
し
霜
要
の
狀
態
永
く
同
一
に
繼
續
せ

6

と
せ
ば 

;禽
棘
：品
高
僭
.な
る
..場

合

：，
に

：：
ば

11
に
：一

層
高
か
る
；可

し

€
o
斯
く
て
氏
は
：豐
年
に
於
て
勞
働
の 

:霞
喪
增
加
し
凶
年
に
於
て
：其；需
：要滅
：：少し
、賃
鈒
亦
此
增
減
に
應
じ
て
增
減
す
る
こ
ご
あ
る
も
、
 

S

ね
'槪
ね
非
常
の

.

®
雄
乂
は
：凶
年
：の
乙
ビ
に
屬
し
、普
通
の
場
合
に
於
て
は
、四
年
の
需
要
減
少 

は
賃
銀
を
引
下
ぐ
る

.の
傾
あ
る
も
、一：方
に
於
て
其
食
料
品
騰
貴
は
却
つ
て
之
を
引
上
ぐ
る
の 

®

^

#
し
、
■

年
に
；；於
け
：ろ
^

：働
の
雪
要
.增
加
じ
食
料
品
の
下
落
亦
同
樣
に
其
結
果
を
相
殺
す 

な
：傾

.办
い
ビ
爲

L
.、此
に
：前
後
所
論
め
前
提
と
せ
る
豐
年
穀
惯
低
落
説
を
：否定
す
る
の
說
を
爲 

せ
：

食
料

tl
l
g
0
代
«

ぐ
賃
錶
の

.間
に
多
：少
の
關
係
あ
る
は
之
を
否
認
す
可
き
に
非
ず
と
雖 

故
、此
關
係
は
收

«

の
«

減
ど
穀
價
の
：關
係
の
如
く
即
時
に
現
は
る
、
も
の
に
非
す
。
相
當
の 

:鄉
時
日
を
經
て
初
て
現

.は
：る
：

、

も
の
な
り
。

::
然
る
に
氏
は
此
兩
權

:0
關
係
を
相
平
行
し
て
現 

ゆ
る
、

も

の

d
し
て
推
論
せ
ん

4

す
ァ
其
間
に
多
少
の
矛
盾
を
來
た
す
又
免
れ
ざ
る
所
な 

る

可

し

。

辦

し

氏

が

：
，

此
：；

、
說
.ri
l

中
に
双
て

3!
1

«

の
0?
謂
る
賃
鈒
即
ち
貨
幣
的
賃
銀
を
呼
ぶ
に
特 

に
.•，勞
：働
の
：貨
幣
：的

代
；僧
な
な
言
：辭
を
用
ひ
、之
を
氏

0

所

謂
る
勞
働
の
賃
龈

S

M

別
し
た

る
は
，

垃

如

«

:銀

'^
認
む
る
も

0
:主

：.ご

し

て
當
今
の
所
謂
る
：實
際
賃
銀
の
上
に
存
じ
た
る

を

«

ふ
こ 

足
る
可
ぐ
以
て
氏
の
卿

.察
が
貨
幣
貨
鈒

'0
外
、復
た
他
を
顧
み
ざ

む

し
當
時
の
；般
思
想
の
上 

.
に
卓
越
し
た
石

:̂
見
石
に

.
姐
/る
可
し
デ 

;

::
:興
他

R

は

又

:—
般

«.
鈒
，論
の
.最
後
に

於
：：

て
賃
銀
ビ
物
價
ど
の
關
係
を

論
じ
、
®

鈒

の
騰
資

は 

物
.價
，中
の
賃
銀

K

歸
M

す
可
き
部
分
を
增
加
し
て

幾
多

物
品
の
代
價
の

S

貴
を
促
し
、あ
つ

て 

內
タ
に
ガ
け
る

:i
l

物

.！！CU
の
沿
费
を
減
少
せ
し
ひ
る
の
傾
あ
る
も
’̂
し
賃
銀
騰
貴
を
惹
起
せ
る 

ビ
同
，
5

.
原
因
、即
ち

.赞
'本
の

*

加
は

V
マ
方
に
於
て
勞
働
の
生
產
力
を
增
さ
し
め
，幾多
物
品
の 

供

給
を
，增
加

.し
て

.結
局
其
代
價
を
下
落
せ
し
む
る
の
倾
あ
る
が
故
に
、賃
銀
騰
貴
の
洁

果

は

t 

康
：數

;-
:量

%
ヵ

0

結
果
に

'依
.ぅ
相
殺
せ
ら
る

、

こ

ビ

少
か
ら
ず
と

.趣

せ

り

。

大

，

に

.
^
、
て

^

S 

の
.
興
；た
：る
を
失
は
ず
ど
雖
も
、食

料

品

ミ
®

銀

ミ

の

關

係
^

筍
，し
く
、單

に
®

要

供

給

の

關

係

ょ
. 

釋

せ

る

,*
^

論

に

し

て
0

#

稍
*
精
微
を
缺
け

る

の
憾
な
き
.に
非

す

。

.

.

.

.

.

•

.
■(

八)

.

.淑

;±
は
ー

'般

15
鈒
即
ち
普
通
平
均
の
賃
銀
に
關
す
る

「

ス
ミ
ス

」

の
所
論

.の
梗
妩
な
り
。
然

A 

ぞ
實
際
の

.賃
齦
从

.同

1

の
.时
_期
及
び
場
所
に
於
て
も
人
に
依

P

職
業
の
械
類
に
依
り
て
相
緯

••
^

••
'■;
1.七%

(

.-
n
'i

s

) 
I

:

m

:「

ア
グ i

、
.

ス
ミ
ス j

の
遺
#|
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勝

ヤ

老

(

一
〇
三
*2
-

論

b

 

r

ァ
.

f

 

•

•

ス
ミ
ス」

の
質
銀
論 

0
^
0

六
ニ

せ

b

o
各
人
の

®
,傲
ど
飾
惰
に
蕋
づ
く
其
，相
違
は
、自
明
の
理

Sし
て
®
！: 

く
之
を
擱
く
と
す
る 

も、動
惰
賢
愚
の

®

に
於
て
殆
ど
何

^

の
差
別
な
き
に
拘
ら
す

0

ほ
且
つ
職
業
の
純

®

に
^
り 

て
.
其
間
に
甚
た
し
き
和
逮
を
生
す
る
其
到
由
ば
、多
少
不

1]
1
-
]瞭な
へ
る
も

0

な
き

U

非
す
。

然

4 

ば「

ス

、、、
スJ

は
國
富

「論
： .

第
；十
章

'に
於
て
：此
栩
逄
の
因
て
生
す
る
原
因
を
說

II
)

]

せ
ん

W

試
み
た
か 

■
而
し
て
氏
は
、

^
章

；
に

：一

於

て

1貴
銀
の
相
違

W

利
澗
の
相
違
ど
を
併
せ
て
之
を
論
せ
る
も
、其
立 

，
の

.：根
底
ご
せ
る

'所
ば
爾
頭
；に
：說
け
.る
數
言へに
盡
せ
り
。

日

ド

::
,:

.
:

,
「

勞
働
及
び
資
本
の
各

|*
:用
途
に
於
け
る
利
益
ど
不
和
益
の
總
計
は
、的一
地
附
近
に
於
て 

は
全
然
平
等
な
る
か
若
し
く
は
斷
え
ず
平
等
に
歸
す
る
の
倾
な
き
を
得
す
。
若
し

^

I

地 

附
近
に
於
て
或
業
務
が
明
に
他
の

.諸

.業
務
ょ
り
も
有
利
又
は
不
利
な
る
場
合
あ
り
と
せ
ん 

か
有
利

な

る
場
合
に
は

「

多
：數
.の

人

々

：之

に

集

ま

り

、不

利

な

る
場
合

に
は

多

數

の
人
令
之
を 

去
る

可
く
#

て

其
利
益
は
間

も

な
ぐ
他
の
諸
業
務
の
平
準
に
復
歸
す
る
に
罡
る
可
し
。

少 

.く W

 

7
P

諸
事

I
.

切
：自
然
の
推
移
に
委
せ
ら

る
、

の
社
會

*

即
ち
完
全
の

■自

ぬ
む
は
れ

て
、
各

回 

.
を
れ

A

\
全
く
自
曲
；に
自
ら
適
當
士
：認
む
る
職
槳
を
撰
み

11
隨
時
自
ら
適
常
と
認
む
る
儘 

に
之
を
轉
じ
得
る
の

|1
:
會
に
於
て
は
、斯
實

1£
に
斯
の
如
き
も
の

あ
る

^

し
。

各
八
の
利
益

は
自
ら

f

 

I

ネk

有
利
な
る
業
？

撰
み
、不
利
な
る

業
f

避
け

し
む
可
き

な
t
 

1

幣
的
の
賃
銀

|

_

ビ
は
、歐
洲
各
地
何
れ
に
於
て
為
働
及
び
資
本
の
用
途
の
？
 

る
に

後

ひ
f

し
く
 
：：
相

：
違

：
せ

る

ぁ

I

雖
も
、併
し
此
相
違
は
ブ
部
分
は
諸
業
務
そ
れ

ぐ
 

に
於
け

る

r
,

の：
#

情
に

*
'
づ
I

一
部
分

は

歐
洲
の
政
策

R
歸

因

f

即
ち
業
務

其 

物
に
附
隨
せ
る

一

定
の

I

I

I

.

に
於
て
は
金
錢
的
一
小
利
益
を

f

に
f

又
t
o 

の，業
務
に
於
て
は

.
一
：大

利

得

を

相

殺

す

る

に

足

る

の

實

ぁ

も

か

、恭

し

く

は

少

ぐ

と

も

常
W
 

' 

I

し
て

S

ぁ

縣

せ

し

ひ

る

も

の

？

。
面
し

5

歐
洲
め
政
策
は
何
れ
に

A 

て
も
諸
事

1

切
を
自
由
に

_

せ
ざ
る
も
の
ぁ
る
な
り

.
-ど
。

:

及
ち
氏
の
意
：見
に
：據
.

,
、■

，勞

働

の

霞

は

需

要

供

給

の

關

係

上

本

來

；牛
均
す
可
さ
も 

0

な
る
も
實
资
に
於
て
其
間
：に
相
違
を
生
せ
し
む
る
所
以
の
，も
の
は

各
職
業

を
れ
ぐ
に

&
 

隨
せ
る
金
錢
以
外
の
他
の
利
益
不
利
益

*:
?

、政
策
上
の
干

m

を
制
限
す

る
ビ 

の
兩
原
因
あ
る
が

.故
に
.外
な
ら
ざ
る
な

りo 

: 

:

而
し
て
氏
は
先
づ
第
一
節
に
於
て
各
純
勞
働
に
附
隨
せ
る
金
錢
以
外
の

利
益
不
利
益
を
生 

せ
こ
む
る
事
情
ビ
し
て
左
の
五
種
を

擧
げ
た

り
。

:

第
十
七
卷

(
一
〇
1
1
$

 

_
 

の
謹
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一
〇
三
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論

魏

「

ァ
ダ
ム
、
ス

>

ス」

の

爾

麗
 

第V'

號

六

四

第
一
、賃
，銀
は
作
業
の
難
场
、潔
不
激
、名

#

不
名
譽
等
、一
般
に
興
快
不
快
に
依
つ
て
相
違
す
。
 

愉
决
な

.る
勞
働
の
報

«

構
低
く
、之
に
反
す
る
勞

_

の
，賃
銀
は
高
し
。

弟
ニ
、賃

級

，.は
，其
業

，務

を

學

習

.す
る
の
難
易
に
依
り
て
相
違
す
。
學
習
の
困
雛
又
は
失
钱 

•
.
'
•
多

き

職
«

‘は

«

0
高

，
く

、
之K

反
.す
る
職

'業
の
賃
銀
は
廉
な
り
。

•;
V
第
'三

寶

鈒

ぽ

：
典

舞

務

，
の

|1
績
性
の
大
小
に
依

り

て
相
違

す
。
繼
續

‘的
の
職
業
は

M

m

低 

,<
:
#
,辦

&
:
_變
，動
常
な
，く
從
つ
て
繼
續
性
少
な
き

.職
業
の
賃
銀
は
割
合
に
高
し
。

第
四
、
«
.鈒

|1
其
職

‘業

.

.に
要
す
る
世
間
，の
信
用
の
多
少
に
依
、

て
相
違
す
。

多
大
の
信
用 

を
.：要

'す
る
職
業

.の貨鈒は然らざる職業

」

の
賃
も
高
し
。

'
第
五
：賃
锒
ょ
其
：敏
舉
に
：於
け
る

」

成
功
の
：可能

(

性
の
多
少
に
依

 

成
功
の
可 

贱
.性
多
き
職
業
に
於

V
、

は
典
可
能
性
少
な
き
職

*

ょ
り
も
賃
銀
低
し
。

:
瑕
す
：る
，に
此
等
.：の
：_

情
.
5

 ̂

1

部
分
ど
相
殺
せ
ら
る
、
 

も

の
一
に
.て
、此
等

0:
_

不

利

と®

際
の
貨
幣
的
賃
銀

V

を
合
算
す
れ
ば
'即
ち
實
際
の
總
賃
鈒
は 

命
®

‘

-の
間

.相
平
均

.

.す
可
し
と
爲
サ
る
な
り
。

一
見
至
常
の
所
說
に
し
て
其
大
剖
分
は
當
今 

こ
‘
人、、
.て
'も
.
^
.容
'せ
：ら

.る
。
加
ふ
る
に
氏
の
巧
妙
な
る
說
明
は
讃
者
を
魅
し
て
其
槔
何
等
の
缺

®

な
き
&

を
抱

か

し

0

る
も
の
あ
り
ど
雖
も
、少
し
く
注
意
し
て
之
を
讃
過
す
る
峙
は
此
等
の 

'

相
?

故

一

.

妨
を
單
に
各
職
叢

0

'

利
'

益
不
利
益
ヒ
い
ふ
ー
名
稱
の

-̂

に
包
括
す
る
は
®
る
怿
異
の 

感
な
き
を
得
す
。

!'

殊「

に

，
第

：
四

；

:̂

擧

げ

る

信

用

の

多

少

に

11

し
、多
く
の
 

信
/H

を
-必
要
ビ
す
る 

の

一

琪

を

其

職

業

：
：
の

不

：
利

#

の
：̂

る

如
^.

は
、全

く

理

由

な

含

こ

，と

に,蹄
せ

り

o

戰
迄
習 

'

得
：の
.

失
费

ビ

賃
銀
i

,

の
關
I

係
亦
必
ず
し
も
氏
の
所
說
の
如

(

I

I

敝
に
斷

.

言
し
雛
き
も
の
あ

k

 

從

つ
て
此
 

一I

點
か
徽
_
の
研
究
者

T

に.依

o

て
是
正
せ
ら
る
、
に
至

A

V

た
る
も
亦

^

.

な
り
ビ
い 

ふ
可
し
。
 

ザ

山
來
一

.
職
業
に
.必
要
な

る
i l
l

r

rl
i

i

の
信
用
文
は

信

認
は
，從
，樂
者
邦
人
の
：資
產
、性
格
又
は
技
巧 

に
け
つ
る
も
の
に
し
て
、其
大
な
る
は
其
當
人
の
利
益
ご
爲
る
も
何
等
の
不
利

0
ど
爲
る
な
し

o 

然

.る
に
此
f £
乃
の

大
な
る

*

が
多
大
の
報
酬
を
受

く

る
所
以
の

も

の
は
：他

な

し

-斯
る
人
物
制 

合

に
少
な

く

與
供
給
充
分

な
ら
ざ
る
が
故
な
而
し
て
貨
鈒
の
高
き
に
拘
ら
す
、

其
供
給
の 

充
分

-な，ら
ざ
る
は
斯
る
資
格
を
養
成
す
る
に
多
大
の
經
衆
，即
ち
一
嫌
の
不
利
益
の
伴
ふ
こ
ど 

あ
る
；が
；故
の
み
に

.非
ず
、或
は
其
人
の
搜
遇
に
侬
办
或
は
其
天
禀
の

材

能

に
依
り
自

F1
1

に
之
を 

獲
成
す
る
：こ
ビ
能
は
ざ
る
が
爲
に
外
な
ら
ざ
る
な

K

V

O

略
言
す
れ

'

ば
其
，供
給
の

a

由
に
制
限

第
十
七
^

( I 

8

1
九)

論

說

.「

ァ
ダ
ム
、
ス
ミ
ス」

り
貨
銀
論 

,

^

u

u

^

六
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^

說

「

ァ
ダ
ム
，ス
ミ
ス」

の
實
跟
論 

第
七
號 

4

ハ六

ぁ
る
が
爲
な

り
。
天
才
的
.の

音
樂
家
、美

術

家

等
に

對

す
る
報
酬
の
高
き

も
亦

之
e

等
し

く
、
敎

宵
の

：

經

®

高
き

がI

故
，に
非
ず
し
て
：天
與
の
典
供
給

.充
分
な
ら
ざ
る
が
爲
に
外
な
ら
ず
。
何
れ

…

.… 

. 

.

.

.

..

.

.-

' 
.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

一..
'
-
.

も
-i

:

柳
の
自
由
競
爭
の
制
限
に
し
て
、當
該

‘
職
業
の
利
不
利
ビ
い
ふ
可
ら
ざ
る
な
る
な
り
。
然 

る
に

「

ス：ミ
ス

」

が
自
由
競
寧
：の，制
眼
ビ
い
へ
ば
車
に
國
家
政
策
の
干
涉
に
限
れ
る
も
の
と
即
斷 

し
て
、祉
會
的
境
遇
の
朿

«

並(
に
、個
人
天
禀
の
材
能
の
等
し
く
自
由
競
爭
を
制
限
す
る
も
の
な 

る」

の
*

實
を

_

却
’

し
た
.

る
は
'

* :

察
掏
到
な
る
氏
上
し
て
、は

「

大
過
失
ビ
い
は
ざ
る
可
ら
す
。

を
は
兎
に
角
、

「

ス
ミ
ス

」

に
據
れ
ば
、ぬ

^

の
^

不
利
を
總
括
じ
て
之
を
觀
る
時
は
、各
種
の
賃
龈 

は
相

f

均
す
可
き
も

.の
-，な
る
も
、併
_し
：其
：平
均
：：的

傾

向

の

實

現

す

る

が

爲

に

は

完

全

な

る

，M

由 

競

雪

行

，は
る
\
.
:を

：
，
要

：
す

。
へ

::
-

然
る
_に
歐
洲
諸
國
從
來
の
政
策
は
此
自

r.
t

l

輝
爭
に
制
限
を
加

へ
、
 

賃
«

の
®

一 

的
«

间
を
阻

.1
1
:し
；た

6

ヹ
爲
し
て
、第

ニ

節

に

於

て

其

〒

渉

の

方

法

を

左

の

-:
禪 

類
に
分
ち

v

詳
細
に
之
を
說
明
せ
り

。

,

第」

、歐
洲
の
政
策
は
或
職
，乘
に
於
け
る
競
荦
を
一
定
の
少
數
者
に
制
眼
し
、斯
る
制
限
な 

け
れ
ば

; ^

競
爭
に
加
は

.CV

來
る
可
き
畿
多
の
人
を
し
て
之
に
加
は
る
を
得
ざ
ら
し
む
。
職 

業
組
合
の
特

*

は
郎
，ち
其
主
要
手
段
乜

\

''
:

:

1

:

. 
H
書-
-
-

-
-
-

-
_-
..
 
_

_
_
_
_
_
I
 

■
 

•
.

:

妒
一
ー
歐
沙
の
政
策
は
或

a

業
に
於
け
る
競
爭
を
增
進
し
、自
然
的
に
之
に
加
は
る
可
き

數
以
上
の
競

s

,

s

S

せ
し
む
。
公
私
各
種

0

施
設

^

依
り
僧
侶
及
び
敎
®
等 

敎
育
費
を
低
：廉
に
し
：て

其

養

成

に

努

む

る

は

即

ち

是

な

り
。

:,
:
:
ン 

A

第
三
、歐
洲
_

策

は

各

職

業

：間

並

に

各

地

方

間

に

於

け

る

勞

働

者

の

自

由

移

？

妨 

‘

し
て
、各

稀

凰

業

の

上

に

於

け

る

利

益

不

利

益

の
.不
卒
等
を
惹
起
す
。
徒
弟
條
例

5

職

M:
糾
合
の
特
權

'に
*
,づ
ぐ

M

職
妨
害
と
貧
民
法
の
規
定
に
基
づ
く
住
居
移
轉
の
妨

f

 

f

^
b
r 是
な
 

hy 
o 

、

_

說
明

^

於

の

法

■制
.の
利
害
を
詳

_

し
、双
に
■

き 

の
®

韵
を
指

“摘
し
た
る
其
態
度
は
、氏

の

此

大
著
が
經
濟
學
理
論

ビ

し
て
ょ

6

も
寧
ろ

t

セ
 ̂

會
の

3
:良
を
百
的
ビ
せ
る
政
策
？

し
て
：

f

れ
？

も
の
な
る
を
想
は
し
む
る
も
の

2

 

1

す
。
殊
 

s

 1 

®
 

H
-
® 

 ̂

^
 

^
 

t
 

 ̂

1

<

各
科
の

S

と
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な
る
よ
り
も
寧
ろ
有
利
な
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な
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